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特集  ふれあい・いきいきサロンの推進

ふれあい・いきいきサロンとは？
　サロンは、参加する一人ひとりがともに楽しい時間を過ごしながら「地域の一員」としての気持ちを高め、地域

社会におけるつながりの再構築、ひいては地域の助け合いが広がっていく「地域住民によるつながりづくりのきっ

かけの場」として、全国社会福祉協議会が1994年(平成６年)に提唱した活動です。

　公的制度では、一定の福祉サービスを提供することはできても、地域が抱えている固有の問題や個別の問題等を

きめ細かく解決する力は十分ではありません。それゆえ、地域住民相互のつながりとそれに基づく助け合いが重要

になります。

サロン設置数の推移
　平成26年６月１日現在で、群馬県内では2,082か所のサロン活動が確認されています。高齢者、子育て、障害者、

国際交流、対象を限定せずに地域の人たちが自由に集うサロンなど、さまざまなサロンが存在しています。
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　社会福祉協議会では、地域を拠点に、その地域に住む住民同士が協働で企画し、内容を決め、
ともに運営していく楽しい仲間づくり、居場所づくりの活動である「ふれあい・いきいきサロン」
を推進しています。

子育てサロンの様子

高齢者サロンの様子
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ホームページ「福祉のお仕事」でも
求人検索ができます。

パソコン版
http://www.nw.fukushi-work.jp/

モバイル（携帯電話）版
http://www1.fukushi-work.jp/cool/m/

サロン研修会の様子
　平成24年度より県内５ブロックにおいて研修会を実施しています。平成26年度には合計で1,499名の方に研修会

へ参加いただき、実践事例発表やレクリエーション研修を通してサロン活動者の支援を行い、県内のサロン活動の

普及・啓発を図りました。

サロンは“地域のつながりをつくる場”
　地域の中にはさまざまな人が暮らしています。そして、そこにはさまざまな生活課題があり、誰にも相談できず

に困っている人や人知れず悩んでいる人もいるかもしれません。

　誰もが住み慣れた家庭や地域の中で、その人らしく安心して生活し続けるためにも、地域の中にお茶を飲みなが

ら仲間と気軽に話しのできる場所がある、相談できる仲間がいることは、とても大切なことです。

　サロンは、一人ひとりがともに楽しい時間をすごしながら、個人と地域、社会をつなぐ橋渡しの拠点として、希

薄化してしまった地域のつながりを再構築し、互いに支え合い、助け合う関係をつくりだすことができます。

　サロンについてわからないことやもっと詳しく知りたいことがありましたら社会福祉協議会へご連絡ください。

福祉ハートフルフェア（福祉人材確保就職面接会）、ミニ就職面接会を開催します
　～福祉のお仕事に関心のある方、ぜひご参加ください。採用担当者と直接話をして、現場での仕事内容を詳しく
知ることが出来ます～

福祉のお仕事への就職を応援します！
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８
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ベ
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ワ
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ワ
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催
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９
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○
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６
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ワ
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○
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福祉のお仕事
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主
な
実
施
事
業

住
民
に
よ
る
地
域
福
祉
活
動
の
活
性

化
促
進

①
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動

計
画
策
定
研
修
会　

34
名
参
加

②
市
町
村
社
協
地
域
福
祉
活
動
計
画

の
策
定
支
援　

24
回

③
見
守
り
支
援
推
進
事
業　

６
社
協

④
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
支
援
事
業　

３
社
協
指
定

⑤
市
町
村
社
協
役
職
員
研
修
の
充
実

・
社
協
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
、
社
協
常
務

理
事
・
事
務
局
長
会
議
、
社
協
新
任

事
務
局
長
研
修
会
の
開
催

・
社
協
職
員
向
け
研
修
会
の
開
催　

７
回　

延
べ
309
名
参
加

⑥
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
推
進

・
設
置
運
営
数
２
，
０
８
２
カ
所

・
研
修
会

　

５
回　

延
べ
１
，
４
９
９
名
参
加

⑦
共
同
募
金
活
動
の
推
進
と
社
協
の

連
携

⑧
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の
推
進

・
単
位
民
児
協
会
長
・
副
会
長
研
修

会
、
新
任
民
生
委
員
児
童
委
員
研

修
会
の
開
催

　

本
会
の
基
本
理
念
に
掲
げ
る
「
県
民
だ
れ
も
が
と
も
に
支
え
合
い
、
住

み
な
れ
た
家
庭
、
地
域
で
、
そ
の
人
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
社

会
」
の
実
現
の
た
め
、
活
動
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
市
町
村
社
協
や
民
生

委
員
・
児
童
委
員
、
社
会
福
祉
施
設
、
関
係
社
会
福
祉
団
体
、
そ
し
て
県

と
の
連
携
の
下
で
、
各
種
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
以
下
、
そ
の
概
要
を

報
告
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
等
に
よ
る
地
域
活
動
の
推
進
、

福
祉
教
育
の
充
実

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
事
業

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
・
相
談
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
運
営

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
活
動
機
材
貸
出

・
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
担

当
職
員
研
修
・
会
議

・
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
基
礎
研
修
会

　

２
回　

延
べ
67
名
参
加

②
平
成
26
年
度
ぐ
ん
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ォ
ー
ラ
ム　

113
名
参
加

③
福
祉
教
育(

学
童
・
生
徒
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
普
及
事
業
）

・
福
祉
教
育
副
読
本
の
作
成

・
地
域
指
定
福
祉
協
力
校
モ
デ
ル
事

業　

３
地
区
指
定

・
社
会
福
祉
協
力
校　

10
校
指
定

・
福
祉
教
育
セ
ミ
ナ
ー

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
支
援

実
践
研
究
会　

10
回

・
福
祉
教
育
実
践
研
究
会　

10
回

・
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
担
当
教
職
員
連
絡
会
議

④
住
民
参
加
型
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
推
進
支
援

⑤
保
護
児
童
・
交
通
遺
児
へ
の
就
学

援
助
金
の
給
付

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援　

①
生
活
困
窮
者
自
立
促
進
支
援
モ
デ

ル
事
業
の
実
施
（
県
内
23
町
村
）

・
相
談　

55
件

・
自
立
相
談
支
援
事
業
申
込
５
件

・
自
立
支
援
プ
ラ
ン
の
作
成
２
件

生
活
福
祉
資
金
の
貸
付

①
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

　

貸
付
決
定　

956
件

　

２
３
３
，
９
３
７
，
１
２
０
円

②
要
保
護
世
帯
向
け
不
動
産
担
保
型

生
活
資
金
貸
付
事
業

　

貸
付
決
定　

７
件

　

３
２
，
８
２
９
，
９
０
０
円

③
臨
時
特
例
つ
な
ぎ
資
金
貸
付
事
業

　

貸
付
決
定　

６
件　

240
千
円

④
生
活
福
祉
資
金
総
合
支
援
資
金
面

談
に
よ
る
援
助
活
動　

延
べ
127
件

⑤
貸
付
事
業
等
の
債
権
管
理
の
強
化

・
償
還
指
導　

437
件

地
域
に
お
け
る
権
利
擁
護
体
制
の
構
築

①
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
推
進

・
12
基
幹
社
協
に
一
部
委
託

・
利
用
契
約
締
結
数　

206
件

・
実
利
用
契
約
者
数　

948
名

・
権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー　

224
名
参
加

②
虐
待
防
止
セ
ミ
ナ
ー　

358
名
参
加

③
心
配
ご
と
相
談
所
中
央
セ
ン
タ
ー

　

事
業  
相
談
件
数　

32
件

　

巡
回
研
修　

４
回

社
会
福
祉
法
人
・
施
設
に
お
け
る
経

営
の
強
化

①
法
人
・
施
設
経
営
指
導　

45
件

②
群
馬
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
青
年

会
へ
の
支
援

③
種
別
協
議
会
活
動
へ
の
支
援

④
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の

支
援

⑤
障
害
福
祉
施
設
・
団
体
等
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化

⑥
障
害
者
の
就
労
・
自
立
の
支
援

　

群
馬
県
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議

会
へ
の
支
援

社
会
福
祉
法
人
・
施
設
へ
の
支
援

①
民
間
社
会
福
祉
施
設
整
備
資
金
貸

付
事
業　

貸
付
決
定
１
件

②
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
民
間
社

会
福
祉
施
設
等
職
員
共
済
事
業　

446
法
人
１
，
０
５
４
施
設

　

１
６
，
７
３
５
人
加
入

③
福
祉
医
療
機
構
社
会
福
祉
施
設
職

員
等
退
職
共
済
事
業

④
新
会
計
基
準
に
関
す
る
研
修
会　

３
回
、
134
名
参
加

⑤
介
護
等
体
験
事
業

・
体
験
申
込
大
学
等
40
大
学
、
体
験

者
713
名
、
受
入
施
設
257
施
設

①
福
祉
人
材
無
料
職
業
紹
介
事
業

・
新
規
求
人
数　

９
，
２
８
２
名

・
新
規
求
職
者
数　

３
，
０
１
８
名

・
紹
介
数　

507
名
・
就
職
数　

401
名

・
応
募
数　

859
名

②
福
祉
人
材
確
保
相
談
事
業

　

相
談
件
数　

７
，
６
５
０
件

　

求
人
開
拓　

218
施
設
訪
問

③
福
祉
人
材
確
保
等
の
関
す
る
説
明

会
・
研
修
会

・
福
祉
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ
ア

・
地
区
別
ミ
ニ
就
職
面
接
会

・
求
職
登
録
者
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

④
福
祉
・
介
護
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
機

能
強
化
事
業

　

出
張
相
談
会　

62
件

⑤
介
護
職
員
等
確
保
対
策
事
業

　

求
人
先
開
拓　

延
べ
151
件
、
求
職

者
開
拓　

延
べ
57
件
、
新
規
就
労

に
向
け
た
活
動　

延
べ
28
件

　

関
係
先
機
関
訪
問  

延
べ
57
件

⑥
介
護
福
祉
士
等
修
学
資
金
貸
付
事

業　

新
規
貸
付
８
名

　

貸
付
決
定
額　

３
，
２
６
６
千
円

⑦
福
祉
関
係
従
事
者
に
対
す
る
研
修

　

直
営
研
修
コ
ー
ス　

13
コ
ー
ス
、

　

開
催
日
数　

延
べ
116
日

　

研
修
参
加
者
延
べ
３
，
６
４
７
名

⑧
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講

試
験

　

受
験
者
数　

２
，
７
８
２
名

　

合
格
者
数　

560
名

⑨
福
利
厚
生
セ
ン
タ
ー
事
業

　

99
法
人
・
219
事
業
所

　

加
入
職
員
数　

３
，
７
７
２
名

①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
の
推

進
・
評
価
調
査
者
継
続
研
修
会

・
群
馬
県
版
共
通
評
価
基
準
（
障
害

　

分
野
）
策
定
作
業
委
員
会
の
開
催

・
社
会
的
養
護
関
係
施
設
第
三
者
評

価
事
業
（
義
務
）
の
支
援

②
運
営
適
正
化
委
員
会
へ
支
援
強
化

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員

　

会　

２
回

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
部
会　

６
回

・
苦
情
相
談
の
受
付
件
数　

77
件

　

（
苦
情
34
件
、
そ
の
他
43
件
）

・
事
業
者
段
階
に
お
け
る
苦
情
解
決

体
制
整
備
強
化
実
態
調
査

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
セ
ミ

ナ
ー　

274
名
参
加

・
巡
回
訪
問　

延
べ
４
か
所

①
市
町
村
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
支
援

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設

置
訓
練　

３
回

平
成
26
年
度
事
業
報
告・決
算
概
要

Ⅰ
地
域
に
お
け
る
き
め
細
や
か

な
福
祉
活
動
の
展
開

Ⅱ
地
域
に
お
け
る
相
談
・
生
活

支
援
体
制
の
強
化

Ⅲ
社
会
福
祉
法
人
・
施
設
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
へ
の
支
援

Ⅳ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
福
祉

人
材
の
確
保
へ
の
取
り
組
み
と

人
材
育
成
へ
の
貢
献

Ⅴ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

Ⅵ
災
害
時
に
お
け
る
活
動
支
援

体
制
の
整
備
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・
市
町
村
社
協
事
業
継
続
計
画
研
修

・
災
害
支
援
セ
ミ
ナ
ー

②
災
害
福
祉
広
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業

・
検
討
会　

２
回
、
研
修
会　

１
回

118
名
参
加
、
先
進
地
の
視
察　

３
回

③
災
害
時
活
動
支
援
体
制
の
整
備

・
災
害
活
動
資
金
助
成
制
度
の
整
備

・
災
害
時
福
祉
拠
点
整
備
と
し
て
機

　

器
の
購
入

①
外
部
監
査　

年
４
回

②
県
社
協
部
会
の
再
編

③
広
報
機
能
の
強
化

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信

・
機
関
誌
「
福
祉
ぐ
ん
ま
」
発
行　

年
４
回

④
福
祉
バ
ス
「
愛
の
募
金
号
」
の
運

行　

年
利
用
者
数
４
，
６
７
３
名

⑤
群
馬
県
社
会
福
祉
大
会

⑥
社
会
福
祉
振
興
基
金
事
業

Ⅶ
県
社
協
機
能
と
組
織
の
充

実
・
強
化

◉ 

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

前
会
長　

下
城　

茂
雄

　

厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
方
に
は
、
お
元
気
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
こ
と
、
任
期
満
了
に
伴
い
ま
し
て
、
こ
の
た
び
６
月
30
日
付
け
を
も
ち
ま
し
て
、
退
任

い
た
し
ま
し
た
。
平
成
23
年
７
月
の
就
任
以
来
、
２
期
４
年
間
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
微
力
な
私
が

会
長
と
し
て
今
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
の
は
、
多
く
の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
指
導
、
ご
協
力
と

ご
支
援
の
賜
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
心
よ
り
、
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
４
年
間
、
福
祉
の
分
野
も
大
き
く
変
化
い
た
し
ま
し
た
が
、
今
、
超
高
齢
化
の
進
展
と
深
刻
な

少
子
化
・
人
口
減
少
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
こ
の
４
月
か
ら
は
、
社
会

保
障
・
福
祉
の
分
野
に
お
き
ま
し
て
は
、
介
護
報
酬
の
改
定
や
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
、
障
害
者
給

付
の
見
直
し
、子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
、生
活
困
窮
者
自
立
支
援
及
び
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
の
実
施
な
ど
、大
き
く
変
わ
っ

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
社
会
的
孤
立
・
困
窮
を
な
く
す
た
め
、
地
域
福

祉
の
在
り
方
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
使
命
と
責
務
が
問
わ
れ
て
お
り
ま
す
と
と
も
に
、
県
民

の
期
待
も
大
き
な
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
の
未
曾
有
の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
、
再
認
識
さ
れ
ま

し
た
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
・
支
え
合
い
、
地
域
福
祉
の
推
進
が
、
今
、
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
27
年
度
は
、
私

ど
も
福
祉
関
係
者
に
と
っ
て
、
一
つ
の
大
き
な
節
目
で
あ
り
、
転
換
点
と
も
言
う
べ
き
大
変
重
要
な
年
と
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
退
任
す
る
こ
と
は
心
苦
し
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
と
き
こ
そ
、
新
し
い
発
想
と
体
制
で
臨
む

こ
と
が
肝
要
か
と
存
じ
ま
す
。
在
任
中
は
、
多
く
の
皆
様
方
の
お
陰
で
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
の
対
応
、
災
害
対
策
や
福
祉

教
育
の
推
進
、
組
織
改
正
、
そ
し
て
外
部
監
査
の
導
入
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
来
年
度
か
ら
は
、
新
し
い
５
か
年
計
画
で
ご
ざ
い

ま
す
県
社
協
の
第
２
期
活
動
推
進
計
画
も
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
新
し
い
役
員
体
制
の
下
、
地
域
福
祉
に
と
っ
て
重
要
性
が
ま

す
ま
す
増
す
中
で
、
県
社
協
の
理
念
で
ご
ざ
い
ま
す
「
県
民
だ
れ
も
が
と
も
に
支
え
合
い
、
住
み
慣
れ
た
家
庭
、
地
域
で
、
そ
の

人
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
社
会
」
が
、
一
日
も
早
く
実
現
す
る
こ
と
を
心
よ
り
念
願
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

在
任
中
は
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◉ 

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

前
常
務
理
事　

岩
崎　

秋
雄

　

４
月
30
付
日
を
も
っ
て
、
退
任
い
た
し
ま
し
た
岩
崎
秋
雄
で
す
。

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
事
務
局
長
、
７
月
か
ら
は
常
務
理
事
と
の
兼
任
と
な
り
、
以
来
４
年
間
に
わ

た
り
、
多
く
の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
心
か
ら
御
礼
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
間
、
福
祉
の
分
野
に
お
い
て
も
、
様
々
な
改
革
が
進
め
ら
れ
、
制
度
や
施
策
が
め
ま
ぐ
る
し

く
変
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
求
め
ら
れ
る
役
割
を
踏
ま
え
、
ど
う
活
動
を
展
開
し
て
い

く
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
の
社
会
情
勢
や
地
域
課
題
な
ど
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る

こ
と
も
確
か
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
、
地
域
福
祉

の
向
上
を
目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
う
し
た
思
い
で
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
つ
も
り
で
す
。

　

ま
た
、
事
務
局
長
と
な
っ
た
23
年
４
月
は
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
翌
月
で
し
た
。
就
任
後
す
ぐ
に
、
そ
の
支
援
活
動
へ

の
対
応
に
追
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と
を
通
し
て
、
社
協
の
果
た
す
役
割
の
重
要
性
を
あ
ら

た
め
て
感
じ
ま
し
た
し
、
社
協
の
活
動
が
も
っ
と
も
っ
と
充
実
し
て
い
く
よ
う
精
一
杯
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
結
果
と
し
て
、
皆
様
の
お
役
に
立
て
た
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
４
年
間
は
、
私
に
と
っ

て
は
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
し
、
多
く
の
福
祉
関
係
の
皆
様
と
の
交
流
は
、
大
き
な
財
産
と
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
福
祉
を
め
ぐ
っ
て
は
様
々
な
課
題
が
あ
り
、
そ
う
し
た
時
に
県
社
協
を
離
れ
る
こ
と
は
心
苦
し
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
ま
た
違
っ
た
立
場
で
福
祉
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
ど
こ
か
で
、
皆
様
と
共
に
、
活
動
で
き
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

４
年
間
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平成26年度収支計算書
（自）平成26年4月1日　（至）平成27年3月31日

事 業 区 分
収入合計額

Ａ
支出合計額

Ｂ
前期末支払資金残高

Ｃ
当期末支払資金残高

Ａ－Ｂ＋Ｃ

社会福祉事業 562,454,536 532,751,392 91,882,597 121,585,741

公益事業 910,563,325 790,535,051 844,775,610 964,803,884

生活福祉資金会計 227,014,703 233,936,195 1,152,056,602 1,145,135,110

生活福祉資金事務費会計 75,667,281 77,033,944 9,534,763 8,168,100

要保護世帯向け不動産担保型生活資金会計 39,763,587 43,492,258 13,981,518 10,252,847

臨時特例つなぎ資金会計 130,680 1,146,612 14,950,264 13,934,332

合　　　　計 1,815,594,112 1,678,895,452 2,127,181,354 2,263,880,014

貸借対照表内訳書
平成27年３月31日現在

資 産 の 部 負 債 の 部

　流動資産
　　現金預金
　　有価証券
　　未収金
　　その他の流動資産

2,316,994,484
1,938,122,719

307,060,000
71,447,884

363,881

　流動負債
　　未払金
　　預り金
　　仮受金
　　その他の流動負債

53,426,552
45,984,164
5,633,089
1,433,336

375,963

　固定資産
　　基本財産
　　その他の固定資産

7,204,530,629
10,000,000

7,194,530,629

　固定負債
　　長期借入金
　　退職給付引当金
　　長期預り金

2,568,684,537
1,030,065,285

171,708,600
1,366,910,652

負債の部合計 2,622,111,089

　基本金
　基金（社会福祉振興基金）
　国庫補助金等特別積立金
　その他の積立金

10,000,000
1,143,673,185
2,739,522,831
2,007,854,835

　次期繰越活動増減差額
　　(うち当期活動増減差額)

998,219,173
△ 125,936,471

純資産の部合計 6,899,414,024

資産の部合計 9,521,525,113 負債及び純資産の合計 9,521,525,113

（単位：円）

（単位：円）
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　藤岡市社会福祉協議会では、ボランティア活動に関す
る相談、支援等の様々な事業に取り組んでいます。その
中で藤岡市ボランティア連絡協議会と連携した新たな取
り組みをご紹介します。
　藤岡市ボランティア連絡協議会は昭和57年に発足し、
11団体と社協支部ボランティアで構成されています。
　献立から調理まで一から手作りのふれあい給食を始め、
技術系のボランティア活動など、今までは個々の団体で
活動することが中心でした。
　しかし、「ボラ連として何かできないか」「これからは、
新しいことに取り組んでいかなければならないのではな
いか」と３年前に一念発起。
　自分たちで出来ることを話し合い、市内の障がい者グループが活動する際のサポート支援事業を
始めました。
　昨年はボウリング大会や食事作りなど、月に１回のペースで支援活動を行いました。
　今後、スポーツイベントや他のグループとの交流も考えており、また、接し方についても学んで
いく予定です。
　これからも、横の連携を大切にし、藤岡市が活気づくよう同じ目的に向かって歩み進めていきた
いと思います。

藤岡市ボランティアセンター

ボランティアセンターHel
lo!

　平成27年11月21日（土）～22日（日）にかけて、福島県郡山市において全国ボランティ
アフェスティバルが開催されます。
　全国ボランティアフェスティバルは、ボランティア・市民活動を推進する多彩な諸
機関・団体の協働により開催される、ボランティア・市民活動の最新情報発信、情報
交換・交流の場です。

大　会　名：第24回全国ボランティアフェスティバルふくしま
日　　　時：平成27年11月21日（土）～22日（日）
会　　　場：ビッグパレットふくしま　ほか
プログラム：21日（土）オープニング、開会式、基調講演、シンポジウム、交流会等
　　　　　　22日（日）分科会・フィールドワーク、大会振り返り、閉会式等
参加申込等：平成27年７月下旬に開催要綱を発
行し、８月より参加申し込み受付予定
大会専用Facebook：
https://www.facebook.com/volufesfukushima

「第24回全国ボランティアフェスティバルふくしま
～“ありがとう”未来につなごう　ふくしまから～」が開催されます！

社会福祉法人　藤岡市社会福祉協議会
〒375-0024　藤岡市藤岡854-2　　TEL 0274-22-5647　FAX 0274-22-6036

ボウリング大会の様子



　県全体の社会福祉充実を目的とした「広域配分」と各市町村の地域福祉充実を目的とした

「地域配分」を実施していますが、ここでは「広域配分」についてご案内します。

※「地域配分」については、各市町村のHPをご覧ください。

◇対象団体　社会福祉法人／更生保護法人／公益社団（財団）法人／一般社団（財団）法人／ NPO法人／ボランティア団体

◇対象事業　平成28年度に実施する民間社会福祉事業

　　　　　　県域または複数の市町村で行う先駆的福祉活動、ボランティア団体活動なども対象となります。

　受付期間　８月５日（水）～９月15日（火）必着

　申請用紙配布場所　県共同募金会（前橋市新前橋町13-12）

詳しくは、県共同募金会のHPをご覧ください。（７月下旬掲載予定）
（ホームページ）www.akaihane-gunma.or.jp　お問い合わせ027-255-6596

～あなたの募金は、あなたの町へ。～

平成27年度配分申請受付のお知らせ

８月５日(水)に配分申請研修会を行います。
配分申請を考えている団体は是非ご参加ください。
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１　

福
祉
教
育
の
取
り
組
み
状
況

　

千
代
田
町
に
は
小
学
校
が
２
校
、

中
学
校
が
１
校
あ
り
、
各
学
校
が

様
々
な
視
点
で
活
発
に
福
祉
教
育
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
千
代
田
町
社
会

福
祉
協
議
会
も
平
成
24
年
度
か
ら
平

成
26
年
度
ま
で
モ
デ
ル
事
業
の
指
定

を
受
け
、
学
校
や
地
域
と
連
携
し
当

事
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
児
童
・
生
徒
に
対
し
「
と

も
に
生
き
る
福
祉
の
心
」
を
育
て
る

た
め
各
事
業
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

２　

主
な
活
動
内
容 

（
１
）
福
祉
体
験
学
習
の

実
施
（
社
協
出
前
型
）

　

福
祉
教
育
の
増
進
に

向
け
た
総
合
学
習
の
支

援
の
た
め
、
児
童
ら
に

対
し
学
校
や
地
域
の
当

事
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

講
座
や
福
祉
体
験
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、

老
い
る
こ
と
や
身
体
が

不
自
由
な
方
の
生
活
に

つ
い
て
学
び
、
自
分
た

ち
に
で
き
る
こ
と
に
つ

い
て
一
緒
に
考
え
ま
し
た
。

（
２
）
夏
休
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー

ル
の
開
催

　

夏
休
み
を
利
用
し
て
、
社
会
福
祉

に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
、
学

年
や
学
校
を
超
え
た
仲
間
と
の
出
会

い
や
つ
な
が
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
福
祉
活
動
へ
の
き
っ
か
け
と
な

る
こ
と
を
願
い
、
小
・
中
学
生
を
対

象
に
夏
休
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー

ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
３
）
ふ
く
し
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
の
開
催

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、

地
域
や
社
会
生
活
に
お
い
て
互
い
に

支
え
合
う
「
こ
こ
ろ
」
の
大
切
さ
や
、

社
会
福
祉
へ
の
理
解
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
関
心
を
深
め
る
た
め
に
、

小
・
中
学
生
を
対
象
に
「
ふ
く
し
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
・
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
４
）
福
祉
教
育
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
の
開
催

　

地
域
で
の
福
祉
教
育
の
発
展
方
法

や
基
本
的
な
推
進
方
策
の
理
解
・
情

報
共
有
を
目
的
に
、
学
校
担
当
教
職

員
・
社
会
福
祉
施
設
担
当
職
員
・
社

会
福
祉
協
議
会
担
当
職
員
等
を
構
成

員
と
す
る
福
祉
教
育
推
進
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

３　

３
か
年
の
成
果
と
課
題

　

福
祉
教
育
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
の
開
催
に
よ
り
、
学
校
・
社
会
福

祉
施
設
・
社
会
福
祉
協
議
会
で
「
顔

の
見
え
る
関
係
」
づ
く
り
の
一
歩
を

踏
み
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
や
悩

み
等
、
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で

「
お
互
い
を
知
る
」
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
後
も
学
校
や
地
域
と
協
働
・
連

携
し
、
地
域
全
体
で
取
り
組
む
「
福

祉
共
育
」
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
指
定
社
会
福
祉
協
力
校

千
代
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

福祉教育推進ネットワーク会議の様子
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三郷保育園　新井麻里絵さん
　

伊
勢
崎
市
に
あ
る
三
郷
保
育
園
に
勤

め
て
15
年
目
に
な
る
新
井
さ
ん
。
職
員

同
士
が
明
る
く
仲
の
良
い
雰
囲
気
の
中

で
、
と
て
も
楽
し
そ
う
な
姿
が
印
象
的

で
し
た
。

保
育
士
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
？

　

も
と
も
と
母
親
が
小
学
校
の
教
員
で
、

子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
う
楽
し
そ
う
な

姿
を
見
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
き
っ
か

け
で
、
私
も
子
ど
も
と
関
わ
る
仕
事
に

就
き
た
い
と
、
自
然
と
思
う
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
ね
。

現
在
の
担
当
は
？

　

昨
年
ま
で
は
３
〜
５
歳
の
子
ど
も
を
、

今
年
か
ら
は
３
歳
未
満
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
学
年
に
よ
っ
て
取
り
組
む
内
容

は
様
々
で
す
が
、
う
ち
の
園
で
は
子
ど

も
た
ち
に
多
く
の
経
験
を
さ
せ
る
こ
と

に
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
で
、
和
太

鼓
や
鼓
笛
、
器
楽
な
ど
、
専
門
性
を
高

め
る
指
導
が
多
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち

に
教
え
る
た
め
に
、
ま
ず
は
私
た
ち
が

で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い

の
で
、
事
前
に
研
修
を
受
け
た
り
も
し

ま
す
。
私
た
ち
職
員
も
様
々
な
経
験
が

で
き
る
の
で
、
楽
し
い
で
す
ね
。

仕
事
で
の
や
り
が
い
は
？

　

和
太
鼓
、
鼓
笛
、
器
楽
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
に
は
ち
ょ
っ
と
難
し
い
か
な
と
思
う

こ
と
に
も
い
ろ
い
ろ
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て

き
ま
し
た
。
初
め
は
あ
ま
り
興
味
が
な

か
っ
た
子
た
ち
も
、
少
し
ず
つ
練
習
を
重

ね
る
こ
と
で
だ
ん
だ
ん
と
顔
色
が
変
わ
っ

て
く
る
ん
で
す
よ
。
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
、
楽
し
さ
が
わ
か
っ
て
き
た
子
ど
も
た

ち
の
顔
を
見
て
い
る
の
は
嬉
し
い
で
す
ね
。

２
月
の
発
表
会
で
立
派
に
披
露
し
て
い
る

　
幼
い
頃
か
ら
習
字
を
習
っ
て
き
た
新
井
さ
ん
。
発
表
会
の
め
く
り
台
や
卒
業
証
書
な
ど
、

様
々
な
場
面
で
特
技
の
習
字
を
活
か
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
今
回
の
表
紙
は

そ
の
凛
と
し
た
姿
を
撮
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

姿
を
み
た
と
き
は
、
い
つ
も
職
員
全
員
で

号
泣
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
園
の
場
合
、
赤
ち
ゃ
ん

の
頃
か
ら
預
か
る
の
で
、
長
く
通
う
子

は
６
年
間
も
お
世
話
を
す
る
ん
で
す
よ
。

そ
う
い
う
子
た
ち
が
大
き
く
な
っ
て
た

ま
に
園
に
遊
び
に
来
た
と
き
、「
こ
ん
な

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
な
」

と
成
長
を
感
じ
、
驚
き
や
嬉
し
さ
が
あ

り
ま
す
ね
。

最
後
に
保
育
士
を
目
指
す
方
へ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
。

　

保
育
士
は
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、

ご
両
親
な
ど
み
ん
な
の
こ
と
を
考
え
な

が
ら
接
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

仕
事
で
す
。
そ
の
責
任
は
大
き
く
、
大

変
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
で
す
が
、
無
事
に
成
長
し
て
い
く

彼
ら
の
笑
顔
を
見
ら
れ
る
だ
け
で
、
こ

ち
ら
も
元
気
を
も
ら
え
ま
す
し
、
や
り

が
い
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
目
指
し

て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
！休

み
の
日
は
何
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

家
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
た
り
も
し
ま
す
が
、

夏
季
休
暇
や
年
末
な
ど
は
友
達
と
よ
く

旅
行
に
行
き
ま
す
よ
。
国
内
外
い
ろ
い

ろ
行
き
ま
し
た
。
新
し
い
世
界
を
見
て

み
た
い
と
い
う
気
持
ち
と
、
日
頃
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
を
す
る
た
め
に
。
気
持
ち

を
切
り
替
え
て
、
ま
た
明
日
か
ら
頑
張

ろ
う
、
と
い
う
励
み
に
な
り
ま
す
。
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／
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新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

会
長　

片
野　

清
明

　

こ
の
た
び
、
７
月
１
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
長
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
片
野
清
明
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
３
月
ま
で
、
群
馬
県
庁
職
員
と
し
て
、
福
祉
分
野
を
は
じ
め
保
健
・
医
療
や
市
町
村

行
政
支
援
な
ど
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
一
昨
年
、
あ
る
知

的
障
害
者
の
支
援
施
設
を
訪
れ
た
際
に
、「
群
馬
県
社
会
事
業
沿
革
史
（
前
編
・
後
編
）」
を
お

借
り
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
本
県
の
社
会
事
業
の
足
跡
を
し
る
す
記
述
の
最
後
に
、

当
時
の
関
係
三
団
体
の
解
散
改
組
と
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
結
成
に
至
る
経
過
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
広
範
な
社
会
福
祉
事
業
関
係
者
の
協
議
会
に
寄
せ
る
期
待
と
社
会
福
祉
増
進

へ
の
熱
意
や
意
気
込
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
以
来
、
六
十
有
余
年
を
経
て
、
上
毛
か
る
た
の
読
み
札
は
「
力
あ

わ
せ
る
２
０
０
万
」
の
現
在
で
す
が
、
平
成
50
年
代
に
は
再
び
１
６
０
万
人
台
と
な
り
、
高
齢
化
率
は
30
％
を
大
き
く
超

え
る
と
推
計
さ
れ
る
な
ど
、
超
高
齢･
人
口
減
少
社
会
の
一
層
の
進
展
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
構
築
に
向
け
て
、
今
ま
さ
に
、
多
く
の
改
革
が
進
行
中
で
す
が
、

い
ず
れ
の
取
組
に
も
共
通
す
る
要
点
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
資
源
が
連
携
し
た
在
宅
や
地
域
で
の
生
活
の
重
視
と
、
公
助

に
加
え
て
自
助･

互
助
・
共
助
の
適
切
な
組
合
せ
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
ま
さ
に
「
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地

域
で
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
使
命
と
重
な
る

も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委
員･

児
童
委
員
、
社
会
福
祉
事
業
施
設･

団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
行
政
機
関
を
は

じ
め
、
広
く
県
民
の
皆
様
や
関
係
機
関
・
団
体
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
諸
先
輩
の
取
組
を
し
っ
か

り
と
受
け
と
め
、
新
た
な
時
代
の
要
請
に
も
積
極
的
に
応
え
て
、
群
馬
県
の
地
域
福
祉
を
さ
ら
に
推
進
す
べ
く
、
誠
心
誠

意
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◉ 

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

常
務
理
事　

山
後　

秀
明

　

こ
の
た
び
、
７
月
１
日
の
理
事
会
の
場
に
お
い
て
、
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
常
務
理

事
に
指
名
さ
れ
、
事
務
局
長
と
兼
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
山
後
秀
明
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
３
月
ま
で
、
県
職
員
と
し
て
、
福
祉
分
野
で
は
、
障
害
児
者
福
祉
、
児
童
養
護
、
生

活
保
護
、
社
会
福
祉
法
人
・
施
設
指
導
等
の
業
務
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

立
場
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
社
会
福
祉
の
目
指
す
方
向
は
、
全
く
同
じ
で

あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
27
年
は
、
後
年
振
り
返
っ
て
み
た
と
き
、
社
会
福
祉
の
大
き
な
転
換
点
で
あ
っ

た
と
認
識
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
や
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
法
の
施
行
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
実
施
な
ど
各
福
祉
分
野
で
、
地
域
力
の
ア
ッ
プ
に
よ
る
対

応
が
期
待
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
様
々
な
施
策
・
事
業
が
示
さ
れ
る
な
ど
、
制
度
面
に
お
い
て
、
大
き
く
そ
の
方
向
に
舵
が

切
ら
れ
た
感
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
地
域
の
福
祉
力
を
高
め
る
地
域
福
祉
の
推
進
が
重
要
視
さ
れ
る
正
に
こ
の
時
期
に
、
そ
の
役
割
を
中
核
的
に

担
う
県
社
協
に
お
い
て
、
そ
の
運
営
に
携
わ
れ
る
こ
と
は
、
誠
に
光
栄
で
あ
り
、
と
同
時
に
、
そ
の
職
責
の
重
さ
を
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
、
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
群
馬
県
の
社
会
福
祉
の
向
上
に
邁
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


